




 ─ 関東地方 8 保育施設の事例調査から ─ 
The Work Environment and Organization Necessary for Child Care 
Facilities Allowing Teachers’ Long–Term Employment: 







































て勤務している者の数は 43 万人、全国に約 76 万人の潜在保育士 （3）が存在している。
日本の保育士の平均勤続年数は 7.7 年、全職種平均 12.1 年と比べても短く（厚生労
働省 2018）、早期離職する者が多い（ベネッセ教育総合研究所次世代育成研究室 2012





























後に保育施設に就職した者のうち、調査時点（卒業後 1～3 年）で 3 割程度が退職を
経験していたことが報告されている。この退職を経験した者のうち保育者として別の































































的発達を促す、⑥組織の変化を計画し実施する、の 6 つに分類し（ロッド　監訳 民秋 
2009）、早川は、園長の役割として①保育観、保育方針を示す、②人材育成、③職場の
コミュニケーション・人事管理、④保護者対応、⑤地域や他の機関との連携、⑥地域




















































































2017 年 7 月 ~11 月に関東地方の私立保育所 8 か所において保育実習の非参与観察と
園長等採用責任者に対するインタビュー調査を実施した（表 1）。その中で、人材採
用・定着が順調な社会福祉法人 A、B 保育所の特徴を抽出した。
A 保育所の職員数は 38 名で、平均勤続年数が 16 年であり、B 保育所の職員数は 47
名であり、平均勤続年数は 16 年であった。これは調査時における保育士平均勤続年数
7.7 年（厚生労働省 2017a）の 2 倍以上にあたる。A 保育所、B 保育所ともに保育士養
成校学生からの実習希望が多数あり、全ての実習希望者を受け入れられていない。A
保育所では 2017 年度は希望者の中から 6 名の保育専攻学生を実習生として受け入れる










2017 年 8 月 28 日と 9 月 5 日に、A 保育所の保育実習の観察を実施した。
2017 年 8 月 28 日の観察における保育実習生 a は、関東地方所在四年制私立大学の保

























職員数合計 38 名 47 名 34 名　 20 名 36 名 25 名 31 名 59 名
在職者の
平均勤続年数
16 年 16 年 2 年 1 年未満 4 年 1 年 4 年 7 年
開設年月日 1968 年 1948 年
1962 年
（2014 年民営化）






園　長 園　長 社　長 園　長 社　長 園　長 園　長
出典：2017 年 7 月～12 月　筆者調査を元に作成
— 80 —
は 1～2 歳児クラス（在籍児童 12 名のうち 10 名出席）で、実習担当保育士は 2 名（40
代女性、60 代女性）であった。
2017 年 9 月 5 日の保育実習生 b は、関東地方所在私立短期大学の保育専攻学生 2 年
生で 19 歳、女性であり、A 保育所の卒園生で A 保育所同自治体内在住である。既に
2017 年 5 月に A 保育所において 2 週間（10 日）の見学実習の経験がある。今回、観察
を実施したのは保育実習（参加実習）の 2 日目であった。当日の実習クラスは 3～4 歳


















こなわれていた。a の場合、昼食時を中心に 9 時間の観察の間、37 回質問がおこなわ




















本節では、A～H の 8 保育所の調査（表 2）の中から、A 保育所の採用責任者 c と B
保育所の園長 d のインタビュー内容を中心に抽出する。c は 60 代女性であり、A 保育
所の園長夫人であり保育士資格を保有している。d は 70 代男性であり、B 保育所の園
長で保育士資格を保有していない。インタビューは事前に研究の概要と質問項目例を
c、d に郵送をした上で、2017 年 9 月に各保育所内の他の職員がいない部屋で実施した。






尚、保育実習生 b は 2 回目 2 日目の実習で、担当保育士職員は観察時点では実習生
















































































































































A 保育所では、1 回の実習 10 日間前後のうちで実習生 1 名に対応する職員の数は、
10～15 名程度、B 保育所では 10 名前後という回答だった。他園では、実習期間中は毎
日、責任者（園長や採用責任者等）が 1 日の始まりと終わりにフォローを行っている











































































































































































































（4） 2012 年に全国の保育所の 10 分の 1 にあたる 2,308 ヶ所に調査票を配布し、全国の保育所





し、開始から 5 年経った 2017 年には 2012 年に比べて保育士 1 人につき月額約 32,000 円と
































ンが 2017 年 4 月厚生労働省で定められた。この制度により、一定の経験年数と所定の研修
受講数を要件として、副主任保育士、専門リーダー、職務分野別リーダーという職が設け
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